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序 論
衣服の-?'i用時あるいは取扱い時には，その縫目に純々
の方向の外力が加わる。特にニット縫製品では，布素材
の仰皮が大であるため，これを縫合している糸が切断仲
度以上のストレスを受け.縫糸切断による縫目破績を生
じることが多い。このように縫自の引仮リに対する挙世~J
は縫製品の基本的な価値を左右する重要な問題である.
縫自の強さについては，縫製線に直角あるいは平行の
各方向の引張りに!刻するものがある。 前者については従
来から報告1)21も多<.織物の本縫に関して，縫製線に直
角の1張りに対する縫目強力は単位長当りの縫目数と比
例関係にあることが認められている。4自由奇31やJ山崎ら41が
本縫の強力に関する理翁式を示しており.松尾ら51，ま脳
級縫製における本縫の縫包強力を理論的に求め，実測に
よる検討を行っている。一方， 後~の縫目万l勾の引必り
にl刻する研究は.これまで余りみられない.しかし.ニ
ット縫製品では縫目に平行に加わった外力による破tJlも
多しその拳動を犯慌し検討することが必要で与ある。
そこて:本報告ではニ y トの適正な縫製への指針を仰
るため，ニット縫製試宇|について.縫製紙i万I"Jの引張に
対する縫目の破綾(クラッキング)引挙動を測定し，縫目
効率を求め，これに及ぼす縫い形式，布素材および縫糸
紫材の影轡を解析する。
試 料
用いた試料布および縫糸は，表-1および表-2のと
おりである。綿糸#50と2径の合織糸#40とl;t糸直径の
等しいものである。
実験方法
1 .縫製試験片の作製
縫製試験片の大きさは.巾25mm.長さ15()nmとし，ウエ
ール，コース方向に採取する。これを 2枚重ねにし.表
一3に示す3種の縫目形式により，本縫および環縫では
表-1 試料布
厚さ 君臨A 手 ルー プ数/掴
主 料
(皿 ) ( S ) ウエー ル コー ス
アク )ー)レ
I 3.0 A・neンテローマ 107 48 
日.綿 両面編 0.65 40 13.5 16.0 
( d 
C. レー ヨン 0.27 70 2 I 0 
トリコフト
表-2 縫糸
縫 糸 タイプ 番号
綿 糸紡 電量 糸 50 
ポリエステル糸 フイラ〆ント糸 40 
ナイロン糸 フィラメント糸 40 
表-3 縫目型式
呼 電も 名 ~ JIS記号
本 経 本 縫 l本針 2本 糸 LI2 
環 t通 単.tlH産 1本針 1本針 011 
オー バー ロッヲステァチ 線かがり級 1:本針S本糸 EI3 
一一 一
試験片の中央を，オーバーロックでは試験)';の縁を長さ
方向に縫製する。縫目宮、度は 1cm当1)4固とし， ミシン
針は#11を用いた。
???
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同機の条件て二 2枚重ねにした試料布(縫製試験片に
合わせて)の荷量伸長幽線を求めた。
さらに，各縫目形式にシュミレートさせた縫糸の荷重
伸長曲線を得た。すなわち，本縫に対しては引き揃えた
2本の糸の強伸度，環縫に対しては鎖編み(40ステッチ)
の強伸度，オーバーロ ックについてはミシンの登縫いで
引き出した糸(40ステッチ)の強伸皮を試験長 100mmて制
定した。加えて，糸 1本の強力とループ強力を求めた。
縫製試験片，試料布，縫糸の引張試験より.各種縫目
のクラ γキング挙動の検討を行った。
Il.縫目効率
Iで得た荷量伸長曲線から，最初の縫自の切断が(最
大破壊強力に至るまでに)縫製品の価値を定めるものと考
え， ( 1 )式のとおり縫目対~*( E) を求めた。
E = (S / F) X 100 
こ、に E:縫目効率(%)
S=縫製試験片における最小の縫糸切
断強力(g)
F=試料布(2枚重ね)の切断強力(g)
また，縫目で縫糸より先に布地が破断した場合の縫目
効率(E')を(2)式によって求めた。
E'=( f /F)X100 
こ、に E' :縫目効率ー (%)
f =縫製試験片の布の切断強力(g) 
F=試料布(2枚重ね)の-l;IJ断強力(g)
実験結果およびその考察
試料布および縫糸について得た切断強伸皮を表-4お
よび表ー 5に示す。ループの連続であるチェーンの強力
はループ強力と，またオーバーロック糸の強力は 1本の
地縫糸の切断により定まるので糸 l本の強力と近似した
値を示している。
つぎに，縫桜試験片(笑線)と，これを構成している上
記の縫糸(破線)および試料布(一点破線)の荷重伸長曲線
を図ー lに示す。縫糸切断までの縫自の荷重flt長曲線li
縫糸と試料布のほゾ中間にあり.縫自の強力は縫糸の伸
ひ"が布の仰tfにどの程度追随し得るかによって定ま るこ
とが認められた。特に衡の伸Jtrが大きいコース方ri'Jの縫
目では，縫糸の強度よリもやドl変が縫自の強カを左右して
いる。
このような縫製線方向への引張りでは，一般に縫目を
形成している縫糸が11問所切断する毎に，瞬間的な強力
低下を示しながら，数個所の縫糸切断を生じるまで縫自
の強力増加がみられる。しかし，実際には最初の切断点
が縫自の特性を示す，すなわち.縫製品の価値を定める
nfI ? ?
表-4 試料布の切断強伸度
ウエ ー ル コ ー ス. 
怠関布 強力 伸度 強力 {剛度
(岬} {必) (岬) (匂}
アタリJレ 29.6 1 00.5 80.8 1 88.4 
ポンチローマ
綿両面積 S 6.0 83.0 15.7 296.1 
レーヨン
9.4 417 7.7 74.6 
トリコ γ ト
a. ) 街は2枚1ね
表-5 縫糸の切断強伸度
綿 糸 ポリエステル糸
形 式
強力 {刷度 強力 iゆ度強力 {剛度
(岬) (錫) (旬} (~) (1，) (鯵)
22ド号lそろえ 2.0 7.0 4.1 24.8 4.0 30.9 
チェーン 2.0 17.9 3.0 27.8 3.7 310 
オーバー
0.9 18.0 2.1 26.2 2.0 36.5 
ロック
本 11 6.0 2.0 23.2 1.8 H8 
ル ー プ I U 12.0 S】 S 5.7 30 34.0 
ものと考え，褒-6には最初の縫糸-t;IJ陸rによる縫固めli1Ii
.t2!強伸度を示した。※械は縫糸よ りも先に布切断が生じ
たもので，実用的には望ましくない状態である。縫目精
進より.オーバーロックステッチは本縫の約3倍の伸度
を持っと推定される円が，f申度の{氏い綿糸縫目では，これ
に近似した結栄が縛られた。縫糸の仰ぴの大きさに加え
て，このよ うな縫自の構造から生じる仰度の高きが，縫
目強力を大にする効果を持つことが認められる。
そこで，各縫自の切断強力から，;縫目効率を求めたも
のが表一7である。縫糸切断時の縫目効率は，:E~縫ある
いはオーバーロックステ yチが高い値を示している。カ
ッコ内は布切断を生じた場合の縫目効率である。1∞%以
上を示す場合は，縫目により布の固定点が多くなり.号|
張における把持間隔の減少によ る効果が表れたものと考
えられる。100%以下の場合は，縫製による針傷などが，
その強度を低下させたものと考えられる。
縫目効率すなわち効果的な縫自の形成に及ぼす縫糸や
縫目形式の影響を検討するため，試料布別に二元配援に
よる分散分析を行なった結果，各布において，縫糸の傾
類関，縫目形式階lに有:意な差が認められた。すなわち，
m伸度のニットにおける縫製では，縫糸の仰度，縫固形
式(構造)の伸皮の大きさが，縫自の強さを効果的に決定
する要因であることを確認した。
(2 ) 
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表-6 縫 目の切断強イ申度
縫 目 形 式
試 料 縫 糸 本 縫 環 縫 オーノてーロ ックステッチ
強力 {申度 強力 {申度 強力 {申度
( t9) t 唱的 (勾) (労) ( *9) (%) 
綿 2.3 21.5 4.8 42.5 ヨ棒 当惨
ウェー Jレ ポリエステル 5.6 4 1.7 2 1.3 83.3 司匙
-ー
アクリJレ
ナイロン 10.3 62.0 急 g凪 * 
'ー
ポンチロー7 綿 1.5 34.5 3.7 70.6 20.8 1 44.9 
コー ス ポリエステル 3.1 59.9 5.1 77.3 24.2 1 53.1 
ナイロン 3.3 63.0 1 0.6 90.5 24.4 1 58.6 
綿 1.4 13.3 6.6 42.0 司院 ‘ 
ウ~-)レ ポリエステル 6.2 4 1.2 8.2 45.6 傘 • 
綿 ナイロン 1 3.6 53.6 26.8 66.7 6.9 4 1.3 
両 市 編 紛 1.1 34.3 2.1 60.1 2.5 1 02.1 
コー ス ポリエステル 2.3 65.9 3.1 7 V.O 5.6 1 23.5 
ナイロン 2.2 75.4 3.9 84.2 3.6 86.6 
綿 1.2 1 1.3 2.6 26.0 調ド 司院
ヴェ ルー ポリエヌテル 3.9 3 1.4 4.3 3 1.6 司院 司民
ナイロン
レー ヨン
5.7 39.8 司邑
-ー
司巳 司院
トリ コット 和市 1.2 1 5.3 1.9 25.7 1.9 40.0 
コース ポリエステJレ 3.0 35.0 3.3 34.5 .院 司除
ナ イロン 3.9 50.0 4.0 44.2 * 司院
注).は布切断
表-7 縫日効率 (%)
温
料 鍋糸
* 植
繍 '.8 
ウ， ルー If'! 'J~~チル I 8.9 
ナイロン 34.8 
綿 5.0 
コース ポリ.L'テル I 0.2 
ナ イ ロン 1 0.9 
繍 3.9 
.， ルー ポリu チル I 7.2 
ナイ 0" 3 7.8 
車 ，<1 
コース ボー )1)且手作 I 4.7 
ナ 4ロン 1‘。
輔 1 2 ， 
.，ール ポリ~'"テル 4 1. 
ナ-f0 .:〆 6 0.6 
車 1 5.6 
，- λ ポリ1>テル 39. I 
ナ 4ロ J 5 0.8 
日 Jf< 
a 車
16.2 
7 2.0 
( 4 1... ) 
122 
I 6.8 
35.0 
1 8.8 
22 8 
74.5 
13.. 
1 9.8 
2・9
27.6 
‘5.6 
( 9 2. a ) 
24.8 
4 3，0 
5 2.1 
，{ 
"バロック
'"テ ， チ
( 1 08.2 ) 
( I 00，6 ) 
( 9 8.5 ) 
68，7 
7 9，9 
8 0，6 
( 7 3.5 ) 
( 1 0 0 ) 
I 9，2 
I 5.9 
3 5.7 
2 8.0 
24.8 
4 a.o 
.5 2. I 
2 4.8 
( 1 " 5 2 ) 
( I 4 9.8 ) 
要約
ニ/，、 の縫製において.効果的な従日を形成する袋l刈
を検討するための実験を行な った。ま す 3H~iの制布，
3桓¥HIの縫糸(斜i糸，ポリエステル糸，ナイロン糸)を用
い， Hf!.主flの縫形式 (本縫， f~i縫. オーハー ロ y クステ
γチ)によリ縫裂したM式験片を謝捺した。縫製試験jl，布
素材，各縫目に シュミ レー トした縫糸の引怯試験を行な
い，そのクラッキング挙動を般討した。
ニ y ト縫製試料におけるt注目の日jJiJ実は司.(jjの，:'j{I')交に
縫糸の(，"ひFが迫I<1iし得ずに切断するために サーじる現象で
あ り ‘ 縫糸お よ び縫円桃J立の fiII J交が縫 IJ 'η~~~1)を決定す
る。一般にfil)交の吉小、合繊糸司 また怖)il{I~Jに (11 1 )変の大 き
いオーバーロ yクステ yチや邸縫いは，ニ y トにおける
縫 目の強さ を会)J)lUOtニ明大させ る。
ll') 殉ヲコは命切断
(3 ) 
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図ー 1・2 両面倒，本縫の荷重伸長曲線
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図-1・5 両凶編，環縫の荷1T!:伸長曲線
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図-1・7 ポンチローマ，オーバーロックステッチの荷重伸長曲線
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Summary 
This paper discusses the seam cracking of knitted fabrics pulled along the seam line. The fabrics used in experiment 
were acrylic ponti de Roma. cotton double knit and rayon tricot. They were sewn with lock stitch. chain stitch and 
overlock stitch type by using cotton. poly巴sterand nylon threads resp告ctively
The seam cracking occured in the fabrics whose sewing threads did not follow the elongation of fabrics pulled along 
the seam line. The seam cracking strength took the value between the tensile strength of fabrics and sewing threads 
which were simulated to stitch type 
The seam efici巴ncyof knitted fabrics were vari巴dsignificantly between kind of sewing threads and stitch types 
( 12) 
